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本
陣
・
旅は

た

籠ご

屋
・
商
家
の
3
か
所
を
見
学
で
き
る

日
本
で
唯
一
の
宿
場
町

　
二
川
宿
は
、
こ
の
夏
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｋ
Ｄ
（
東

海
道
）57
総
選
挙
で
見
事
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
選
挙
は
、「
行
っ
て
良
か
っ
た
宿
場

町
・
行
っ
て
み
た
い
宿
場
町
」
を
テ
ー
マ
に
江

戸
か
ら
大
阪
ま
で
の
東
海
道
57
宿
を
ラ
ン
キ
ン

グ
づ
け
し
た
も
の
で
す
。
二
川
宿
へ
の
投
票
理

由
と
し
て
は
、
本
陣
が
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
資

問
い
合
わ
せ　
二
川
宿
本
陣
資
料
館

　
　
　
　
　
　
（
二
川
町
字
中
町
65
☎︎
41
・
８
５
８
０
）
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商家「駒屋」

　

江
戸
時
代
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
二
川
宿
。
商
家
「
駒
屋
」
の
改
修
復
原

に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
本
陣
・
旅
籠
屋
・
商
家
の
全
て
が
見
学
で

き
る
日
本
で
唯
一
の
宿
場
町
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
商
家
「
駒
屋
」

の
施
設
お
よ
び
本
陣
、
旅
籠
屋
「
清
明
屋
」
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
旅
の
世
界
を

楽
し
め
る
二
川
宿

特  集
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二川レモンかしわ餅
二川宿を描いた浮世絵に必ずと言っていいほど登場す
るのが、柏餅を売る茶屋です。
この柏餅にちなんで開発された「二川レモンかしわ餅」
は、餡

あん
に無農薬レモンを入れてさっぱりとした味わい

になっており、二川の新名物として注目されています。
※ 11月1日㈰から駒屋の北土蔵で販売（2個 330円）

行書東海道二川 歌川広重画

料
館
も
充
実
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
市
で
は
何
度
も
訪
れ

た
く
な
る
二
川
宿
を
目
指
し
、
施
設
整
備
や
夏

の
灯と
う
ろ
う籠
ま
つ
り
、
秋
の
大
名
行
列
、
五
節
句
の

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
展
示
会
の
充
実
、地
域
の
方
々

と
の
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
1
日
㈰
に
は
、
商
家
「
駒
屋
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
大
名
の
宿
「
本
陣
」・
庶
民
の
宿
「
旅

籠
屋
」
と
あ
わ
せ
て
、
江
戸
時
代
の
３
つ
の
施

設
が
一
体
的
に
見
学
で
き
る
と
い
う
全
国
的
に

見
て
も
例
の
な
い
宿
場
と
な
り
ま
す
。

　

二
川
宿
が
誇
る
江
戸
時
代
の
旅
の
世
界
を
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

庶民にとって旅が身近になってきた江戸時代の後半には、
街道の景色や旅のようすを描いた浮世絵が数多く出版されました。



二川宿本陣まつり
「大名行列」
琴姫役 佐藤直香さん

離れ座敷

南土蔵
中土蔵

北土蔵 北倉

茶室
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商
家 
駒
屋

　

商
家
「
駒
屋
」
は
、
江
戸
時
代
に
二
川
宿
で
米
穀
商
・
質
屋
を
営
む
か
た
わ
ら
、
問
屋
役
や
名
主
な
ど
の
宿

村
役
人
を
勤
め
た
田
村
家
の
遺
構
で
す
。
主
屋
・
離
れ
座
敷
・
脇
門
・
茶
室
・
南
土
蔵
・
中
土
蔵
・
北
土
蔵
・

北
倉
の
８
棟
の
建
物
か
ら
な
り
、
宿
場
町
の
商
家
の
一
般
的
な
形
式
を
良
く
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15

年
5
月
に
豊
橋
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。平
成
24
～
26
年
度
に
か
け
て
改
修
復
原
工
事
を
行
い
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
姿
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

駒屋には３つの土蔵があり、当時は家財

道具や米・資材などを収納していました。

公開後、南土蔵は駒屋の歴史などを紹介

する展示室に、中土蔵は駒屋でしか手に

入らないグッズなどを販売するショップ

に、北土蔵はカフェや貸ギャラリーとし

て生まれ変わります。

茶室は、煎
せんちゃどうばいさりゅう

茶道売茶流を学んだ当主　田村幹
かんこう

皋

により明治時代に建てられました。公開後は貸

室となり、お茶会などを開催できます。

旅
籠
屋

 

清
明
屋

　

旅
籠
屋
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
一
泊

二
食
付
き
形
式
の
旅
館
で
す
。
二
川
宿
に
は
約
30
軒

の
旅
籠
屋
が
存
在
し
ま
し
た
。「
清
明
屋
」
は
本
陣

の
す
ぐ
東
隣
に
あ
っ
た
た
め
、
大
名
が
本
陣
に
宿
泊

す
る
際
は
、
上
級
家
臣
の
宿
泊
所
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
普
通
の
旅
籠
屋
に
は
な
い
一
段
高
い
奥
座
敷
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

清明屋の奥座敷は「上段の間」
になっている。

「

」
土蔵

茶室

11
月
1
日
㈰
か
ら
一
般
公
開
す
る
商
家
「
駒
屋
」
の
施
設
概
要
お
よ
び

本
陣
、
旅
籠
屋
「
清
明
屋
」
の
職
員
が
お
す
す
め
す
る
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

「

」



主屋

離れ座敷

脇門

二川宿本陣まつり
「大名行列」
雅姫役 白井優希さん
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■
開
館
記
念
式
典

と
き　
11
月
1
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　
内
容　
ほ
ら
貝
・
消
防
音
楽
隊

の
演
奏
、
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど

■
懐
か
し
の
二
川
写
真
展 

光み
つ
さ
ん
の
見
た

瀬
古
道
界
隈
、お
よ
び
昭
和
の
二
川
の
風
景

と
き　
11
月
1
日
㈰
～
15
日
㈰
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時
15
分　
と
こ
ろ　
北
土

蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
観
覧
料　
無
料

■
寺
子
屋
駒
や 

作
っ
て
楽
し
い
は
が
き
絵

と
き　
11
月
4
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午　

と
こ
ろ　
離
れ
座
敷　
定
員　
15
人
（
申

込
順
） 　
参
加
料　
５
０
０
円
（
お
茶
付

き
）　

申
し
込
み　
10
月
20
日
か
ら
二
川

宿
本
陣
資
料
館
（
☎
41
・
８
５
８
０
）

■
二
川
宿
本
陣
ま
つ
り
　大
名
行
列

と
き　
11
月
８
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
※
詳
細
は
本
紙
11
月
1
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

　

本
陣
は
、
大
名
や
公
家
な
ど
の
身
分
の
高
い
人
が
宿
泊
・
休
憩
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
、

各
宿
場
町
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
旅
籠
屋
な
ど
で
は
造
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
上
段
の
間
な

ど
が
あ
る
格
式
の
高
い
建
物
で
す
。
東
海
道
に
あ
っ
た
本
陣
の
建
物
が
現
存
し
て
い
る
の
は
、

草
津
宿
（
滋
賀
県
）
と
二
川
宿
の
２
か
所
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

離れ座敷は、大正時代に客人をもて

なす場として建てられました。３つ

の和室からなり、公開後は１室単位

で貸室として展示会や講座などに利

用できます。貸室の詳細はホームペー

ジ（http://www.futagawa-honjin.jp/）

をご覧ください。

本
陣

江戸時代から残る建物と復
原した建物の境目。江戸時
代の柱と現代の柱を見くら
べてみよう。

江戸時代の駕
か ご

籠に乗ってみよう。
記念撮影もできます。

あの箱は何？（提灯入れ）

離れ座敷

11
月
1
日
か
ら
の
利
用
案
内

■
二
川
宿
本
陣
資
料
館

　（
本
陣
、旅
籠
屋
「
清
明
屋
」）

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後

5
時　
休
館
日　
月
曜
日（
祝・

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

入

館
料　
大
人
４
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
１
０
０
円

■
商
家
「
駒
屋
」

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　
休
館
日　
月
曜
日（
祝・

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

入

館
料　
無
料

駒
屋
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

本陣


